
通所系の介護事業所における
共同送迎の取組について

令和７年１月２４日（金）

出雲市役所高齢者福祉課 課長 鳥屋尾由美子



福祉介護・共同送迎サービス ゴイッショ
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共同送迎サービスとは、通所介護事業所が単独で行っている送迎業務を
外部の団体に集約し、地域一体で共同運行するサービスです

効果 ③効果②

送迎業務の
切り分けによる

負担軽減

送迎の
共同運行による

効率化

効果①

送迎の
空き時間の
有効活用



※画像はイメージです。実際の商品とはデザイン・仕様が一部異なる場合がございます。

運行管理者 ドライバー

福祉介護・共同送迎サービス ゴイッショ

運行管理システム紹介
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福祉介護・共同送迎サービス ゴイッショ

実際の運行状況

施設Ｇ

利用者１
→施設Ｇ

利用者２
→施設Ｇ

施設Ｇ

利用者1･2

利用者３
→施設Ａ

利用者４
→施設Ａ

施設Ａ

利用者3･4

施設Ｇ

施設Ｃ

利用者５
→施設Ｅ

利用者６
→施設Ｅ

施設Ｅ

利用者5･6･7

利用者７
→施設Ｅ

利用者８
→施設Ｅ

施設Ｅ

利用者8

施設Ｃ

施設Ｄ

利用者１１
→施設Ｆ

利用者１２
→施設Ｆ

施設Ｆ

利用者11･12

利用者１３
→施設Ｇ

施設Ｇ

利用者13

利用者１４
→施設Ｃ

施設Ｃ

施設Ａ

利用者１５
→施設Ｆ

利用者１６
→施設Ｄ

施設Ｆ

利用者15

利用者１７
→施設Ｂ

施設Ｄ

利用者16

利用者17

施設Ａ

施設Ｂ
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【疑問】①介護施設のニーズ ②体制確保、コスト面など持続可能性

【調査・研究】介護施設のニーズ調査、現状の送迎実態調査、共同送迎の導入シミュレーションを実施

〇令和５年度の取り組み
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■「共同送迎に関する関心」の回答項目数を集計（25/31施設 回答）

92%

8%
興味ある

興味ない

・アンケート回答頂いた92%の施設経営者・管理者より、共同送迎に関して好意的な反応を頂いた

・送迎業務を委託することによる、サービスの質向上や人材確保を期待する声が多くあがった

(n = 2)

(n = 23)

92%が共同送迎に興味あり

結果 経営層の声：共同送迎サービスへの関心

■サービスに対する好意的なコメント

• アウトソーシングで送迎をお願いしたら、その時
間に他の業務に取り掛かる事ができる為

• 運転手不足や運転が苦手な職員の運転など課題が
多く、共同送迎について興味あり

• 現状はそこまで問題はないが、人口が減少してい
く先をみると送迎業務が重荷になってくる可能性
がある

■サービスに対する懸念のコメント

• 個人情報については、どうなのだろうか疑問

• 利用者の急な欠席時、家族との連絡等が課題

*未回答を含めると74%が興味ありと回答
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■「共同送迎サービスへの期待効果」の回答項目数を集計 ＊複数回答可 (n=186, 平田=101, 出雲=85)

0 20 40 60 80 100 120

送迎計画の作成が楽になる

送迎のための早出や残業がなくなる

運転が苦手なので、

代わりにしてくれると安心

事故や走行中のトラブルと

関係なくなるので安心

空いた時間で他の業務*ができる

より多くの利用者と

コミュニケーションが取れる

平田+出雲

平田

出雲

・共同送迎サービス導入に関しては、「空いた時間で他の業務ができる」ことへの期待感が最も高い

・事故や走行中のトラブル、運転業務そのものへの不安意識もあり、その払拭に繋がる可能性がある

■サービスに対する好意的なコメント

• 職員の休みが重なった時に助かる

• 祝日・土曜など職員不足の時に助かる

• 遠方の方の送迎をしてもらえると助かる

■サービスに対する懸念のコメント

• ご家族とのコミュニケーション減少

• 利用者宅の様子確認の機会の減少

• 準備に時間のかかる利用者の対応

• 個人情報、他事業所の情報の流出

結果 職員の声：共同送迎サービスへの期待

*レクの準備・検討, 受け入れ準備, 書類作業など
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指標 【Before】施設送迎 【After】共同送迎 増減率

▽総車両台数
（最も台数を要する曜日の台数）

３３台※ ２２台 ３３％削減

▽総走行時間
（1週間の合計時間）

２４６時間 ２８５時間 １6％増加

※総車両44台より要介護2以下相当の比率33%を削減

結果 共同送迎の導入シミュレーション（出雲エリアの事業所）

■出雲エリアでの送迎共同化効果

⇒車1台で送迎している人数分を送迎委託した場合⇒職員が新たに捻出できる時間 平均 138分/日（計算上）

指標 【Before】施設送迎 【After】共同送迎 増減率

▽総車両台数
（最も台数を要する曜日の台数）

５０台※ ３２台 ３６％削減

▽総走行時間
（1週間の合計時間）

４５８時間 ４５９時間 変化なし

※総車両44台より要介護2以下相当の比率33%を削減

■平田エリアでの送迎共同化効果

⇒車1台で送迎している人数分を送迎委託した場合⇒職員が新たに捻出できる時間 平均 153分/日（計算上）

・シミュレーションによる車両削減効果は出雲・平田両エリアとも30%を越え、共同化による効率化効果が期待される。

・共同送迎への委託台数1台あたりにつき平均138分/日(出雲)、153分/日(平田)が新たに捻出可能な見込み。

*シミュレーション条件下
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52%

32%

16%

協力可能

現時点で判断難しい

協力不可

52%が
現時点で実験協力が可能
32％は条件等次第

(n=16)(n=10)

(n=5)

結果 調査のまとめ（実証実験の協力可否に対する介護施設の反応）

〇出雲市における有効性の有無及び実施要件等の整理
（令和5年11月）

【有効性】出雲市において、導入の有効性は大いにある。

・各事業所において人材不足の課題認識が強い事を改めて把握。
・運転自体の負担、事故のリスク、送迎を実施するための人員体制の
確保など、介護事業所及び職員にとって送迎業務の負担は大きい。

・共同送迎への関心は高く、実証実験への協力には過半数の事業所
から前向きな意見がもらえた。

【新たな懸念】
受託事業所（運営団体）の選定及び事業の持続可能性の確保

・受託事業所（運営団体）について、利益を求めて実施する事業とは
ならないことから、地域社会福祉法人若しくは介護事業所の人材
確保問題に共感するＮＰＯ法人などが候補となる。
⇒現在相談を進めているが難航している。

・また、送迎業務の外部委託について、事業所から参加について
「費用次第」という意見もある。具体的な費用（外部委託料）を
示すことが、介護事業所が安心して利用できる条件である。
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【目的】①参加施設の実体験 ②実装に向けた課題の洗い出し ③収支計画の具体化

【検証】・満足度調査（施設代表者の評価・職員の評価、利用者の評価、利用者家族の評価）

・運行における課題把握と対策検討（体制、運行効率、キャンセル率）

〇令和６年度の取り組み
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施設Ｃ

利用定員：25名/日

参加登録者数：6名

施設Ｇ

利用定員：20名/日

参加登録者数：5名

施設Ｂ

利用定員：18名/日

参加登録者数：2名

施設 E

利用定員：35名/日

参加登録者数：7名

施設Ｆ

利用定員：20名/日

参加登録者数：4名

施設Ａ

利用定員：30名/日

登録者数：8名

施設Ｄ

利用定員：37名/日

参加登録者数：9名

参加施設数：7施設

実証事業の規模・エリア

送迎人数：15名程度/日

稼働車両：3～5台/日

参加利用登録者：42名

運行エリア：平田地域

運営団体：ＮＰＯ法人
コミュニティサポートいずも
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結果 ＣＳいずも様（運営団体）の声

１．管理者へのアンケート・ヒアリングによる声

【全般】地域ニーズに応えたい想いはあるが、現業の体制を削って実施は難しい

・業務の負担感について ⇒ 運行管理については管理者自身は大きな負担を感じなかった

２．ドライバーへのアンケート・ヒアリングによる声（システム操作について）

【全体】慣れてくると負担なく運用できた

・ログイン操作、送迎計画・車両の確認の場面 ⇒ 慣れにより対応可能

・到着・出発時、利用者の詳細情報確認の場面

⇒ 操作の簡素化や、体制面でのカバーは継続的に検討が必要

・ルート確認の場面

⇒ 人により迎えに行く場所が異なることや、電波状況が悪い場所が

あるため、事前のお宅確認など目的地の把握にフォローが必要
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・利用者数の制限が影響した部分はあったが、大半の施設は負担軽減を実感頂けた

【経営者アンケート（n=7）】

Ｑ：共同送迎は負担軽減につながったか？

施設名 回答 ×の理由

施設Ａ × 今回は対象者が少なく実感できなかった

施設Ｂ 〇 ー

施設Ｃ × 今回は軽度の方のみで、手間が増えた

施設Ｄ 〇 ー

施設Ｅ 〇 ー

施設Ｆ 〇 ー

施設Ｇ 〇 ー

７割の施設（5/7施設）が負担軽減を実感

Ｑ：共同送迎により負担が軽減したこと、又は空いた時間で実施し

効率化できた業務は？

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

介護の効率化（食事の世話やお風呂等）

送迎の負担（準備を含む）

日報記載や事務作業が効率化

精神的な負担

掃除・片付けが効率化

送迎計画策定の負担

掃除や片付け、送迎計画の負担軽減が多く、他市で
実施した共同送迎実証と類似する結果となった

結果 参加施設の評価
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結果 参加施設の声

・施設としては積極的に導入していきたい。

・利用者からの意見で好意的なものも多かった。高齢者が安心して暮らせる環境に繋がるとよい。

・送迎のほとんどを自施設職員で対応している。人件費的なメリットにも期待。

・協力できることがあれば協力する。ぜひ実現してほしい。

・送迎を自分の施設でなんとかしないといけないと思い込んでいた。誰かに任せられるという選択肢が

分かったことが一番良かった。

・車両座席数の制限で対応が難しいことがある。大型車両の運転をできる職員も限られている。

参加事業所及び運営団体が会するヒアリング会を実施。コメント抜粋

会議終了後、それぞれの施設で名刺交換をされていました
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【今後の取組】
 協同送迎の実装に向けた調整は、継続
 課題は、運用団体の選定

【まとめ】
 行政と他団体との協力のカタチ
 介護職員の業務負担が軽減し、職員が定着すれば、
地域の高齢者の生活の質向上に貢献していくことを
展望する

まとめ

14



ご清聴ありがとうございました


